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熱交換型換気設備 

熱交換型換気設備の補正温度交換効率���は、式(1)により表される。 

��� = �� × ���� × �	

 × ���� × ��	�
 (1) 

ここで、 ���  ：熱交換型換気設備の補正温度交換効率 �� ：熱交換型換気設備の温度交換効率（%） ���� ：カタログ表記誤差による温度交換効率の補正係数 �	

 ：有効換気量率による温度交換効率の補正係数 ���� ：給気と排気の比率による温度交換効率の補正係数 ��	�
 ：排気過多時における住宅外皮経由の漏気による温度交換効率の補正係数 

である。 

1 熱交換型換気設備の温度交換効率 

温度交換効率η�は、JIS B 8628「全熱交換器」に規定された温度交換効率とする。顕熱交換型換気設備の

場合も、JIS B 8628「全熱交換器」に規定された試験方法及び計算方法に則って計算することとする。いずれの

場合も、温度交換効率の測定空気条件は暖房時とする。また、温度交換効率の値は、100 分の 1 未満の端数

を切り下げた小数第二位までの値とする（パーセントを単位とする場合は、小数未満の端数を切り下げた整数

の値とする）。ただし、温度交換効率η�が0.4を下回る場合、又は、定格条件における給気風量が定格条件に

おける還気風量の半分未満、若しくは 2 倍より大きい場合は、熱交換型換気設備による暖房負荷の削減効果

を見込むことはできない。また、温度交換効率η�が0.95を上回る場合は、温度交換効率η�を0.95とする。 

2 カタログ表記誤差による温度交換効率の補正係数 

カタログ表記誤差による温度交換効率の補正係数����は、0.95とする。 

3 有効換気量率による温度交換効率の補正係数 

有効換気量率による温度交換効率の補正係数�	

は、式(2)により表される値とし、100 分の 1 未満の端数を

切り下げた小数第二位までの値とする。有効換気量率による温度交換効率の補正係数�	

が 0 未満の値とな

る場合は、有効換気量率による温度交換効率の補正係数�	

は 0 に等しいとする。 

�	

 = 1 − �1� − 1� �1 − �����  (2) 

ここで、 � ：全般換気設備の有効換気量率 �� ：熱交換型換気設備の温度交換効率 

である。全般換気設備の有効換気量率�は、5 章「換気設備」に規定される値とする。 

4 給気と排気の比率による温度交換効率の補正係数 

給気と排気の比率による温度交換効率の補正係数����は0.90を用いるか、以下に示す方法に依ることがで

きる。 
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給気と排気の比率による温度交換効率の補正係数����は、式(3)により表され、100 分の 1 未満の端数を切り

下げた小数第二位までの値とする。 

���� = ��,��� 	 (3) 

ここで、 ��,� ：当該住戸における補正設計風量比での熱交換型換気設備の温度交換効率 �� ：熱交換型換気設備の温度交換効率 

である。 

当該住戸における設計補正風量比での熱交換型換気設備の温度交換効率��,�は、式(4)により表される。 

��,� = � �� ���, ! > ��,#!$�� × %&'�,�� ���, ! ≤ ��,#!$	 (4) 

ここで、 �� ：当該住戸における補正設計風量比での熱通過有効度 %′&'�,� ：当該住戸における補正設計風量比 ��,#! ：当該住戸における設計給気風量（m3/h） ��, ! ：当該住戸における設計還気風量（m3/h） 

である。 

当該住戸における補正設計風量比での熱通過有効度��は、直交流型熱交換器の場合は式(5a)、向流-直

交流複合型熱交換器の場合は式(5b)により表される。 

�� = 1 − �*	
�+,-../0∙23456,-�789-+..::∙ �456,- ;

 
(5a) 

�� = 1 − �*7�87 �456,-$<8=
�� >?' @ A�> @B.BCDE8CF9-:=B.BGH8CIH9-=B.HHDCIJGK9-;

1 − %′&'�,� ∙ �*7�87 �456,-$<8=
�� >?' @ A�> @B.BCDE8CF9-:=B.BGH8CIH9-=B.HHDCIJGK9-;

	 (5b) 

ここで、 L� ：当該住戸における設計風量比での伝熱単位数 M ：向流-直交流複合型熱交換器の向流部の幅(m) N ：向流-直交流複合型熱交換器の向流部の長さ(m) O ：向流-直交流複合型熱交換器の向流部と直交流部の接続角度(°) 
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図図図図 1111    向流向流向流向流----直交流複合型熱交換器の直交流複合型熱交換器の直交流複合型熱交換器の直交流複合型熱交換器の幅、長さ、及び幅、長さ、及び幅、長さ、及び幅、長さ、及び向流部と直交流部の接続角度向流部と直交流部の接続角度向流部と直交流部の接続角度向流部と直交流部の接続角度    

である。ただし、向流-直交流複合型熱交換器の向流部の幅Mが0.01(m)以上2.0(m)以下、かつ向流部の長さN
が0.01(m)以上3.0(m)以下、かつ向流部と直交流部の接続角度Oが15°以上60°以下を満たしていない場合

は熱交換型換気設備による暖房負荷の削減効果を見込むことはできない。 

当該住戸における補正設計風量比%′&'�,�は、式(6)により表される。 

%′&'�,� = S1 − 107J �向流―直交流複合型かつ%&'�,� = 1$%&'�,� �それ以外$ 	 (6) 

ここで、 %&'�,� ：当該住戸における設計風量比 

である。 

当該住戸における設計風量比%&'�,�は、式(7)により表される。 

%&'�,� =
UVW
VX��,#!��, ! ���, ! > ��,#!$��, !��,#! ���, ! ≤ ��,#!$	 (7) 

ここで、 ��,#! ：当該住戸における設計給気風量（m3/h） ��, ! ：当該住戸における設計還気風量（m3/h） 

である。 

当該住戸における設計風量比での伝熱単位数L�は、式(8)により表される。 
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L� = LY�� × �Y��,Z?'��,Z?' 	 (8) 

ここで、 LY�� ：定格条件における風量比での伝熱単位数 �Y��,Z?' ：定格条件における最小風量（m3/h） ��,Z?' ：当該住戸における設計最小風量（m3/h） 

である。 

定格条件における最小風量�Y��,Z?'は、式(9)により表される。 

�Y��,Z?' = min��Y��,#!, �Y��, !$	 (9) 

当該住戸における設計最小風量��,Z?'は、式(10)により表される。 

��,Z?' = min���,#!, ��, !$	 (10) 

式(11a)および式(11b)は、それぞれ直交流型熱交換器および向流-直交流型熱交換器における熱交換型

換気設備の定格条件における補正風量比での熱通過有効度�、定格条件における補正風量比%′&'�,Y��及び

定格条件における風量比での伝熱単位数LY��の関係式である。この関係式を満たすように、熱交換型換気設

備の定格条件における補正風量比での熱通過有効度�及び定格条件における補正風量比%′&'�,Y��から定格

条件における風量比での伝熱単位数LY��を定めることとする。 

� = 1 − �*	
�+,^6-../0∙23456,-�789^6-+..::∙ �456,- ;

 
(11a) 

� = 1 − �*78�87 �456,^6-$<8=
�� >?' @ A�> @B.BCDE8CF9^6-:=B.BGH8CIH9^6-=B.HHDCIJGK9^6-;

1 − %′&'�,Y�� ∙ �*78�87 �456,^6-$<8=
�� >?' @ A�> @B.BCDE8CF9^6-:=B.BGH8CIH9^6-=B.HHDCIJGK9^6-;

 (11b) 

ここで、 � ：定格条件における補正風量比での熱通過有効度 %′&'�,Y�� ：定格条件における補正風量比 

である。 

定格条件における補正風量比での熱交換型換気設備の熱通過有効度�は、式(12)により表される。 

� = _ �� ��Y��, ! > �Y��,#!$��%′&'�,Y�� ��Y��, ! ≤ �Y��,#!$ (12) 

ここで、 �Y��,#! ：定格条件における給気風量（m3/h） �Y��, ! ：定格条件における還気風量（m3/h） 

である。 
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定格条件における補正風量比%′&'�,Y��は、式(13)により表される。 

%′&'�,Y�� = S1 − 107J �向流―直交流複合型かつ%&'�,Y�� = 1$%&'�,Y�� �それ以外$  (13) 

 

定格条件における風量比%&'�,Y��は、式(14)により表される。 

%&'�,Y�� =
UVW
VX�Y��,#!�Y��, ! ��Y��, ! > �Y��,#!$�Y��, !�Y��,#! ��Y��, ! ≤ �Y��,#!$	 (14) 

定格条件における給気風量�Y��,#!及び還気風量�Y��, !の代わりに、定格条件における外気風量�Y��,`!及

び排気風量�Y��,a!を用いることができる。 

定格条件における給気風量�Y��,#!及び還気風量�Y��, !、又は定格条件における外気風量�Y��,`!及び排気

風量�Y��,a!は、JIS B8628「全熱交換器」に定める値とする。 

当該住戸における設計給気風量��,#!及び設計還気風量��, !の代わりに、当該住戸における設計外気風

量��,`!及び設計排気風量��,a!を用いることができる。 

当該住戸における設計給気風量��,#!及び設計還気風量��, !、又は当該住戸における設計外気風量��,`!
及び設計排気風量��,a!は、第五章「換気設備」において求めることとする。 

 

5 排気過多時における住宅外皮経由の漏気による温度交換効率の補正係数 

排気過多時における住宅外皮経由の漏気による温度交換効率の補正係数��	�
は、式(15)により表される値

とし、100 分の 1 未満の端数を切り下げた小数第二位までの値とする。ただし、給気と排気の比率による温度交

換効率の補正係数����に0.90を用いた場合は、��	�
 = 1.00とする。 

��	�
 = _��,#!��, ! ���, ! > ��,#!$
1 ���, ! ≤ ��,#!$ (15) 

ここで、 ��,#! ：設計給気風量（m3/h） ��, ! ：設計還気風量（m3/h） 

である。設計給気風量及び設計還気風量のかわりに設計外気風量及び設計排気風量を用いてもよい。設計

給気風量、設計還気風量、設計外気風量及び設計排気風量は、5 章「換気設備」に規定される値とする。 

 


